
和寒町立和寒小学校

第６学年 〔単元名〕Unit4 Summer Vacations in the World

〔単元の目標〕
・夏休みの思い出について、訪れた場所やそこで食べたものについて伝えている。

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕

〔単元の目標の達成状況〕
・パフォーマンステストでは、約７割の児童が自分の伝えたい内容を相

手に伝えることができた。
・手立てが必要な児童に対しては、個別に単語や発音を一緒に確認し、

パフォーマンステストを実施した。

〔改善の方向性〕
・単元の導入時に共有したCAN-DOリストにつ
いて、児童がより具体的に単元のゴールの姿を
想像できるよう単元の導入時にモデルを見せる
とともに、児童が自分のタイミングでモデルを
確認できるよう動画にし、端末に配付する。
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【様式】

手立て 資料

① CAN-DOリストの共有 ①Ａ・Ｂ

② ペアによるコミュニケーションを図る場面の設定

③ ICT端末を活用した個別学習

実践テーマ「児童や保護者と共有する「CAN-DOリスト」の活用」



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

①CAN-DOリストの共有

○CAN-DOリストを確認し、ゴール
イメージをもつ。 ○児童がゴールイメージをもてるよ

うCAN-DOリストを示し、丁寧に説
明する。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○児童がより具体的なイメージをも
てるようALTとJETで手本となるや
り取りを見せる。
○学級通信で単元目標や学習の様子
を保護者と共有する。

○手本となるモデルを見て、CAN-
DOリストの内容についてより具体
的なイメージをもつ。
○自分のタイミングでモデル動画を
視聴する。

〔工夫点〕

○児童がいつでも見ら
れるようロイロノート
に配布する。

○手本となるやり取り
を動画に撮影し、ロイ
ロノートに配付するこ
とで、児童が自分のタ
イミングで動画を視聴
できるようにする。
○学級通信にCAN-DO
リストに基づいた単元
目標や学習の様子を分
かりやすく記載する。



①Ａ CAN-DOリストを基に
作成した単元の評価規準



CAN-DOリストを基に作成した単元の目標や学習の様子
を学級通信で保護者と共有する。①Ｂ

写真



単元の目標の達成に向けた手立ての具体
②ペアによるコミュニケーションを図る場面の設定

○ゲームを通してやり取りをする。 ○会話が上手にいかない場合、モデ
ルを提示する。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○上手にコミュニケーションを図っ
ているペアを取り上げ、全体で共有
する。
○コミュニケーション活動を苦手と
する児童が安心して取り組めるよう、
適宜、教師が活動に加わる。

○様々な友達と交流する。

〔工夫点〕

○児童が興味・関心が
もてるようゲームの中
で扱うテーマを工夫す
る。
○単元終末の言語活動
につながるよう言語活
動を位置付ける。

○いつも固定したメン
バーではなく、様々な
友達と交流できるよう
な必然性のある活動を
設定する。



単元の目標の達成に向けた手立ての具体
③ICT端末を活用した個別学習

○単語の意味を調べる。 ○分からない単語があるときは、自
分で調べるよう促す。
○キーとなる単語を全体で確認する。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○全体で発音練習をした後、各自で
発音を確認できるよう練習の機会を
設ける。

○デジタル教科書で発音を確認する。

〔工夫点〕

○自ら調べる習慣を身
に付けさせ、解決に向
かう姿を養う。

○各自で発音練習がで
きるよう一人一台端末
を有効的に活用する。

デジタル教科書で分からない単語の
発音を確認している様子


